
 
東遊園地再整備基本計画 概要版 

１ 東遊園地の概要 

３ 社会実験の取り組み 

２ 東遊園地の目標・将来像 

【目標①】歴史文化の 
薫りを楽しむ 

【目標②】都心の回遊性を 
高める 

【目標③】心に残る景色を 
創る 

【目標④】市民の想いで 
賑わいを創る 

【目標⑤】しなやかにまちの 
安全・安心を高める 名称 東遊園地 

所在地 神戸市中央区加納町６丁目 

公園種別 地区公園 規模 約 2.7ｈａ 

開設年 1875（明治 8） 「内外人遊園地」として開設 

その他 
 国有地盤 
 国登録記念物（名勝地関係） 

 

■芝生回復実験：大規模イベント後の芝生の回復を実証する取り組み 

■にぎわい創出事業：芝生広場を活用した公園の魅力を高める取り組み 

《育てるプログラム》 《公募プログラム》 《自主プログラム》 

   

   

 

ティフトン芝 

４ 都市スケールの考え方 



５ 
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再整備の考え方 
 ○東遊園地の将来像を実現するための基本計画を「再整備の考え方」としてまとめた。 
 ○基本的な考え方を「東遊園地をまちに向かって開いていく」と定め、残したいもの、変えたいもの、創りたいもの、の３つの視点で整理した。 
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再整備の考え方 
○南北の園地や公園とフラワーロードなど空間どうしの一体感を高めるとともに、しなやかな器となる広場、にぎわいが生まれる拠点施設等を配置。 
○周辺で進んでいる関係事業とより柔軟に連携していくために、基本的な考え方を示した上でより優れたデザインを検討していく。 

都心の回遊性を 

高める拠点施設 

都心の豊かなみどり 

しなやかな器となる広場 

にぎわいや交流が生まれる拠点施設 

慰霊と復興の 

モニュメント 

東遊園地の歴史や文化を伝える彫刻等 

ふさわしい位置への再配置 

利用の少ない南側園地 

再活性化 

閉鎖的な街角 

開放的なエントランス 

空間どうしの分断感 

一体的な整備 

本庁舎 

一号館 

フラワーロード 

 
花みどりの 

管理拠点 


